 評価規準表　２年「１章  式の計算」　　◎十分満足と判断できる規準　　○おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	１　式の計算
	１ 式の加法，減法

	■世界一周道路の課題を考えることを通して，式の計算の有用性を感じ，文字式に関するいろいろな用語の意味を理解する。また，簡単な多項式の加法，減法の計算ができる。
	◎世界一周道路の課題や，同類項をまとめる計算，多項式の加法，減法の計算に進んで取り組もうとしている。
○世界一周道路の課題や，同類項をまとめる計算，多項式の加法，減法の計算に取り組もうとしている。
	◎多項式の加法，減法について，１年で学習した計算をもとに考え，その計算のしかたを導くことができる。
○多項式の加法，減法について，１年で学習した計算をもとにして，その計算のしかたを考えることができる。
	◎簡単な多項式の加法，減法の計算が手際よくできる。
○簡単な多項式の加法，減法の計算ができる。
	◎単項式，多項式，同類項などの用語の意味や多項式の加法，減法の計算のしかたを，1年で学習した計算と関連付けて理解している。
○単項式，多項式，同類項などの用語の意味や多項式の加法，減法の計算のしかたを理解している。

	
	２　いろいろな多項式の計算
	■多項式と数の乗法，除法について理解し，乗法，除法の計算をしたり，式を簡単にしてから代入して，式の値を求めたりすることができる。
	◎多項式と数の乗法，除法の計算に進んで取り組もうとしている。

○多項式と数の乗法，除法の計算に取り組もうとしている。
	◎多項式と数の計算について，１年で学習した計算をもとに考え，その計算のしかたを導くことができる。
○多項式と数の計算について，１年で学習した計算をもとにして，その計算のしかたを考えることができる。
	◎多項式と数の乗法，除法の計算や式を簡単にしてから式の値を求めることが手際よくできる。
○多項式と数の乗法，除法の計算や式を簡単にしてから式の値を求めることができる。
	◎多項式と数との乗法，除法の計算のしかたを1年で学習した計算と関連付けて理解している。
○多項式と数との乗法，除法の計算のしかたを理解している。

	
	３　単項式の乗法，除法
	■単項式どうしの乗法，除法について理解し，乗法，除法の計算や乗除の混じった計算ができる。
	◎単項式どうしの乗法，除法の計算に進んで取り組もうとしている。
○単項式どうしの乗法，除法の計算に取り組もうとしている。
	◎単項式どうしの乗法，除法について，１年で学習した計算をもとに考え，その計算のしかたを導くことができる。
○単項式どうしの乗法，除法について，１年で学習した計算をもとにして，その計算のしかたを考えることができる。
	◎単項式どうしの乗法，除法の計算や乗除の混じった計算が手際よくできる。
○単項式どうしの乗法，除法の計算や乗除の混じった計算ができる。
	◎単項式どうしの乗法，除法の計算のしかたを，1年で学習した計算と関連付けて理解している。
○単項式どうしの乗法，除法の計算のしかたを理解している。

	２　文字式の利用
	１  文字式の利用


	■文字式を利用して，数量の関係や数の性質を説明したり，目的にあうように等式を変形したりすることができる。
	◎数量の関係や数の性質を，文字式を使って進んで明らかにしようとしている。
○数量の関係や数の性質を，文字式を使って明らかにしていこうとしている。
	◎数量の関係や数の性質を予想し，文字式を使って考え，簡潔に説明することができる。

○数量の関係や数の性質を文字式を使って考え，説明することができる。
	◎数量の関係を適切に文字式に表したり，目的に応じて手際よく等式を変形したりすることができる。

○数量の関係を文字式に表したり，目的に応じて等式を変形したりすることができる。
	◎数量の関係や数の性質を文字式で表し，説明することの必要性や意義，そのよさを理解している。
○数量の関係や数の性質を文字式で表し，説明することの必要性や意義を理解している


評価規準表　２年「２章  連立方程式」　　◎十分満足と判断できる規準　　○おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	１　連立方程式
	１ 連立方程式とその解
	■アジの数あての課題を考えることを通して，２つの文字を含む等式から文字の値が求められることを知り，二元一次方程式とその解の意味，連立方程式とその解の意味を理解する。
	◎アジの数あての課題で，アジの数の関係等を等式を使って表そうとし，進んでアジの数を求めようとしている。
○アジの数あての課題で，アジの数の関係等を等式を使って表そうとし，アジの数を求めようとしている。
	◎アジの数あての課題で，連立方程式を導き，その解の意味を考えることができる。
○アジの数あての課題で，連立方程式を考え，その解の意味を考えることができる。
	◎値の組を連立方程式に代入して，連立方程式の解であるかどうかを手際よく確かめることができる。
○値の組を連立方程式に代入して，連立方程式の解であるかどうかを確かめることができる。
	◎二元一次方程式とその解，連立方程式とその解の意味と必要性を理解している。
○二元一次方程式とその解，連立方程式とその解の意味を理解している。

	
	２　連立方程式の解き方
	■連立方程式の解き方について理解し，加減法や代入法によって，連立方程式を解くことができる。
	◎加減法や代入法によって，連立方程式を進んで解こうとしている。
○加減法や代入法によって，連立方程式を解こうとしている。
	◎加減法や代入法で連立方程式を解く過程を振り返り，その共通点や相違点を説明することができる。
○加減法や代入法の共通点や相違点を考えることができる。
	◎加減法や代入法によって，連立方程式を手際よく解くことができる。
○加減法や代入法によって，連立方程式を解くことができる。
	◎消去する，加減法，代入法の意味と加減法，代入法の共通点や相違点について理解している。
○消去する，加減法，代入法の解き方を理解している。

	２　連立方程式の利用
	１　連立方程式の利用


	■連立方程式を利用して，問題を解決することができる。
	◎連立方程式を積極的に利用して，問題を解決しようとしている。
○連立方程式を利用して，問題を解決しようとしている。
	◎数量の関係を的確にとらえ，連立方程式を利用して問題を解決し,その過程を振り返って考えることができる。
○連立方程式を利用して問題を解決し,その過程を振り返って考えることができる。
	◎問題の中の数量の関係を連立方程式に表し，それを利用して問題を解決することができる。
○問題の中の数量の関係を連立方程式に表し，それを利用して簡単な問題を解決することができる。
	◎連立方程式を利用して問題を解く手順とそのよさを理解している。
○連立方程式を利用して問題を解く手順を理解している。


評価規準表　２年「３章  一次関数」　　◎十分満足と判断できる規準　　○おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	１　一次関数とグラフ
	１ 一次関数
	■水そうに水を入れるときの時間と水面の高さの関係を調べることなどを通して，一次関数の意味を理解し，身のまわりの事象の中から一次関数を見いだすことができる。
	◎身のまわりの事象の中から，関数や一次関数とみられるものを見つけようとしている。
○水そうに水を入れる事象の中から，一次関数を見つけようとし，表現しようとしている。
	◎1年で学習した比例の関係は，一次関数の特別な場合であるとみることができ，比例も一次関数も関数であるとみることができる。
○1年で学習した比例の関係は，一次関数の特別な場合であるとみることができる。
	◎一次関数の関係を手際よく式に表すことができる。
○一次関数の関係を式に表すことができる。
	◎一次関数の意味を理解し，比例や反比例との関係や違いについても理解している。

○一次関数の意味を理解している。

	
	２　一次関数の値の変化
	■一次関数の値の変化を考察し，変化の割合について理解することができる。
	◎一次関数の値の変化を調べようとしたり，変化の割合を求めようとしたりしている。

○一次関数の変化の割合を求めようとしている。
	◎一次関数y＝ax＋bで，どこをとっても変化の割合は一定であることを見いだし，aに等しいことを導くことができる。
○一次関数y＝ax＋bで，変化の割合とaの関係について考えることができる。
	◎一次関数の変化の割合を手際よく求めることができる。
○一次関数の変化の割合を求めることができる。
	◎一次関数の変化の割合について，反比例との違いもあわせて理解している。
○一次関数の変化の割合について理解している。

	
	３　一次関数のグラフ
	■一次関数のグラフの特徴を理解し，一次関数のグラフをかくことができる。
	◎一次関数を進んでグラフに表そうとしたり，グラフの特徴を明らかにしようとしたりしている。

○一次関数をグラフに表そうとし，グラフの特徴を明らかにしようとしている。
	◎一次関数のグラフの特徴を，比例のグラフをもとに考え，グラフのかき方についてまとめることができる。
○一次関数のグラフの特徴を，比例のグラフをもとに考えることができる。
	◎一次関数のグラフを工夫してかくことができる。
○一次関数のグラフをかくことができる。
	◎一次関数のグラフの傾きの意味を変化の割合と関連付けて理解し，切片の意味とグラフの特徴を理解している。
○一次関数のグラフの傾き，切片の意味とグラフの特徴を理解している。

	
	４　一次関数の式を求めること
	■一次関数のグラフから，その関数の式を求めることができる。
	◎与えられた条件から，一次関数の式を求めることに進んで取り組もうとしている。
○与えられた条件から，一次関数の式を求めようとしている。
	◎一次関数のグラフで，傾きや切片，通る点などをもとに，その式を求める方法を導くことができる。
○一次関数のグラフで，傾きや切片，通る点などをもとに，その式を求める方法を考えることができる。
	◎一次関数の式を手際よく求めることができる。

○一次関数の式を求めることができる。
	◎一次関数の式を，与えられた条件によって効率よく求める方法を理解している。

○一次関数の式を求める方法を理解している。

	２　一次関数と方程式
	１　方程式とグラフ
	■二元一次方程式のグラフを理解し，そのグラフをかくことができる。
	◎二元一次方程式のグラフを進んでかこうとしている。
○二元一次方程式のグラフをかこうとしている。
	◎二元一次方程式をyについて解き，一次関数とみることで，そのグラフの特徴を明らかにすることができる。
○二元一次方程式をyについて解き，一次関数とみることで，そのグラフの特徴を考えることができる。
	◎二元一次方程式のグラフを手際よくかくことができる。

○二元一次方程式のグラフをかくことができる。
	◎二元一次方程式のグラフの意味とそのかき方について十分に理解している。
○二元一次方程式のグラフの意味とそのかき方について理解している。

	
	２　連立方程式とグラフ
	■連立方程式の解とグラフとの関係を理解し，2直線の交点を求めることができる。
	◎連立方程式の解とそのグラフの交点の関係に関心を持ち，進んで連立方程式を解いて，交点の座標を求めようとしている。
○連立方程式の解とそのグラフの交点の関係に関心を持ち，連立方程式を解いて，交点の座標を求めようとしている。
	◎連立方程式の解は，2直線の交点の座標であることを導くことができる。

○連立方程式の解は，2直線の交点の座標になっているとみることができる。
	◎2直線の交点の座標を，連立方程式を使って手際よく求めることができる。
○2直線の交点の座標を，連立方程式を使って求めることができる。
	◎連立方程式の解とグラフの交点との関係を十分に理解している。
○連立方程式の解とグラフの交点との関係を理解している。

	３　一次関数の利用
	１　一次関数の利用


	■事象の中から一次関数を見いだし，一次関数を用いて問題を解決することができる。
	◎事象の中には一次関数とみることができるものがあることに気づき，それらの問題を一次関数を使って解決しようとしている。
○身のまわりの問題を一次関数を使って解決しようとしている。
	◎事象を一次関数とみなして，見通しをもって問題を解決することができる。
○事象を一次関数とみなして，問題を解決することができる。
	◎身のまわりの事象を，一次関数の考え方を用いて的確に表現したり，手際よく処理したりすることができる。
○身のまわりの事象を，一次関数の考え方を用いて表現したり，処理したりすることができる。
	◎一次関数とみなして解決できるいろいろな場面を理解している。

○一次関数とみなして解決できる場面を理解している。


評価規準表　２年「４章  図形の調べ方」　　◎十分満足と判断できる規準　　○おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	１　平行と合同
	１ 角と平行線
	■観察，操作や実験を通して，対頂角の性質，平行線の性質，平行線になる条件について理解することができる。
	◎｢対頂角は等しい｣など，直観的にわかることがらを，進んですじ道を立てて説明しようとしている。
○｢対頂角は等しい｣など，直観的にわかることがらを，すじ道を立てて説明しようとしている。
	◎｢対頂角は等しい｣などのことがらを，帰納的な推論や類推を用いて予想し，その理由を考えることができる。
○｢対頂角は等しい｣などのことがらを，帰納的な推論や類推を用いて予想することができる。
	◎対頂角，同位角，錯角の大きさを的確に求めることができる。
○対頂角，同位角，錯角の大きさを求めることができる。
	◎対頂角，同位角，錯角の意味を理解し，対頂角の性質，平行線の性質，平行線になる条件とその違いについて理解している。
○対頂角，同位角，錯角の意味と対頂角の性質，平行線の性質，平行線になる条件を理解している。

	
	２　多角形の角
	■三角形の内角・外角の性質について理解し，多角形の内角の和や外角の和を求めることができる。
	◎三角形の内角・外角の性質，多角形の内角の和，外角の和について論理的に推論を進めようとし，多角形の内角の和や外角の和などを求めようとしている。
○多角形の内角の和や外角の和などを求めようとしている。
	◎多角形の内角の和，外角の和を帰納的，演繹的に導くことができる。
○多角形の内角の和，外角の和を帰納的に考えることができる。
	◎三角形の内角や外角を求めたり，多角形の内角の和・外角の和などを工夫して求めたりすることができる。
○三角形の内角や外角，多角形の内角の和・外角の和などを求めることができる。
	◎三角形の内角・外角の性質，多角形の内角・外角について理解し，それらを求めるいろいろな方法を理解している。
○三角形の内角・外角の性質，多角形の内角・外角について理解し，それらを求める方法を理解している。

	
	３　三角形の合同
	■合同な図形の性質，三角形の合同条件について理解し，簡単な場合に三角形の合同条件を利用することができる。
	◎2つの三角形がどんな場合に合同になるかを考え，合同であることを確かめるのに，三角形の合同条件を利用しようとしている。
○2つの三角形がどんな場合に合同になるかを考えようとしている。
	◎三角形の合同条件を導くことができ，2つの三角形が合同かどうかを合同条件を用いて考えることができる。
○2つの三角形が合同かどうかを，合同条件を用いて考えることができる。
	◎三角形の合同条件を用いて，合同な三角形の組に分けることができる。
○簡単な場合について，三角形の合同条件を用いて合同な三角形の組に分けることができる。
	◎合同な図形の性質や三角形の合同条件の意味とその必要性を理解している。
○合同な図形の性質や三角形の合同条件を理解している。

	２　証明
	１　証明とそのしくみ
	■証明の意味と仮定から結論を導く証明のしくみについて理解することができる。
	◎仮定から結論を導く証明のしくみに関心を持ち，証明のすじ道を進んで調べようとしている。
○仮定から結論を導く証明のしくみに関心を持ち，証明のすじ道を調べようとしている。
	◎すでに正しいことがらを根拠にして，仮定から結論を導く証明のすじ道をまとめることができる。
○すでに正しいことがらを根拠にして，仮定から結論を導く証明のすじ道を考えることができる。
	◎仮定や結論などを記号を用いて的確に表すことができる。
○仮定や結論などを記号を用いて表すことができる。
	◎証明の意味と必要性，仮定，結論，証明のすじ道について理解している。
○証明の意味や，仮定，結論，証明のすじ道について理解している。

	
	２　合同条件を使った証明の進め方
	■三角形の合同条件を使って，簡単な図形の性質を証明することができる。
	◎三角形の合同条件を使って，簡単な図形の性質を進んで証明しようとしている。
○三角形の合同条件を使って，簡単な図形の性質を証明しようとしている。
	◎三角形の合同条件を使って証明する手順を明らかにすることができる。
○三角形の合同条件を使って証明する手順を考えることができる。
	◎図形の辺や角の関係などを，記号を用いて的確に表すことができる。
○図形の辺や角の関係などを，記号を用いて表すことができる。
	◎証明の進め方を十分に理解している。
○証明の進め方を理解している。


評価規準表　２年「５章  図形の性質と証明」　　◎十分満足と判断できる規準　　○おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	１　三角形
	１ 二等辺三角形
	■観察，操作などを通して，図形の性質を見いだし，二等辺三角形の性質を証明することができる。また，逆について理解することができる。
	◎観察，操作などを通して，二等辺三角形の性質を見いだそうとし，それを進んで証明しようとしている。
○観察，操作などを通して，二等辺三角形の性質を見いだそうとしている。
	◎二等辺三角形の性質を調べ，構想や方針を立てて証明することができる。
○二等辺三角形の性質を調べ，その証明について考えることができる。
	◎二等辺三角形の性質やその逆などを記号を用いて的確に表すことができる。
○二等辺三角形の性質やその逆などを記号を用いて表すことができる。
	◎定義，頂角，底辺，底角，定理，逆の意味を十分に理解している。
○定義，頂角，底辺，底角，定理，逆の意味を理解している。

	
	２　直角三角形の合同
	■三角形の合同条件をもとにして，直角三角形の合同条件を導き，それを使って証明することができる。
	◎直角三角形の合同条件を導こうとしたり，直角三角形の合同条件を使って進んで証明したりしようとしている。
○直角三角形の合同条件を使って証明しようとしている。
	◎三角形の合同条件をもとにして，直角三角形の合同条件を導き，それを使って図形の性質を証明することができる。
○三角形の合同条件をもとにして，直角三角形の合同条件を導き，それを使った図形の性質の証明を考えることができる。
	◎直角三角形の合同条件を使って合同な三角形の組に分けることができる。
○簡単な場合について，直角三角形の合同条件を使って合同な三角形の組に分けることができる。
	◎斜辺の意味，直角三角形の合同条件の意味と必要性を理解している。
○斜辺，直角三角形の合同条件を理解している。


	２　四角形
	１　平行四辺形の性質
	■平行四辺形の定義と性質を理解し，それを使って平行四辺形の辺の長さや角の大きさを求めたり，図形の性質を証明したりすることができる。
	◎平行四辺形の性質を見つけようとしたり，それを進んで証明しようとしたりしている。
○平行四辺形の性質を見つけようとしたり，それを証明したりしようとしている。
	◎三角形の合同条件をもとにして，平行四辺形の性質を証明することができる。
○平行四辺形の性質について考えることができる。
	◎平行四辺形の定義や性質を，記号を用いて表したり，手際よく辺の長さや角の大きさを求めたりすることができる。
○平行四辺形の定義や性質を，記号を用いて表したり，辺の長さや角の大きさを求めたりすることができる。
	◎平行四辺形の定義と性質を十分に理解している。
○平行四辺形の定義と性質を理解している。

	
	２　平行四辺形になる条件
	■平行四辺形になるための条件を理解し，それを使って図形の性質を証明することができる。
	◎四角形の辺や角などがどのような条件になれば平行四辺形になるか考え，進んで証明しようとしている。

○四角形の辺や角などがどのような条件になれば平行四辺形になるか考え，証明しようとしている。
	◎平行四辺形になる条件を平行四辺形の性質の逆として考えることができ，それが正しいかどうかを考えることができる。

○平行四辺形になる条件を平行四辺形の性質の逆として考えることができる。
	◎平行四辺形になる条件を，記号を用いて的確に表すことができる。
○平行四辺形になる条件を，記号を用いて表すことができる。 
	◎平行四辺形になる条件を理解し，平行四辺形の性質との違いについても理解している。

○平行四辺形になる条件を理解している。

	
	３　長方形，ひし形，正方形
	■長方形，ひし形，正方形の定義を理解し，四角形の包摂関係を理解することができる。
	◎長方形，ひし形，正方形が平行四辺形の性質をもつことに関心をもち，それぞれの性質を進んでまとめようとしている。
○長方形，ひし形，正方形はが平行四辺形の性質をもつことに関心をもち，それぞれの性質をまとめようとしている。
	◎長方形，ひし形，正方形が平行四辺形の特別なものであるとみることができ，それらの包摂関係を考えることができる。

○長方形，ひし形，正方形が平行四辺形の特別なものであるとみることができる。
	◎長方形，ひし形，正方形の定義やその性質などを記号を用いて的確に表すことができる。
○長方形，ひし形，正方形の定義やその性質などを記号を用いて表すことができる。
	◎長方形，ひし形，正方形の定義を理解し，四角形の包摂関係を理解している。

○長方形，ひし形，正方形の定義を理解し，それらが平行四辺形の特別なものであることを理解している。

	
	４　平行線と面積
	■平行線と面積の関係を理解し，それを利用することができる。
	◎平行線と面積の関係をもとにして，ある図形と面積が等しい図形をかこうとしている。
○ある図形と面積が等しい図形をかこうとしている。
	◎平行線と面積の関係を導くことができ，これをもとにある図形と面積が等しい図形をかくことができる。
○平行線と面積の関係について考えることができる。
	◎平行線と面積の関係を用いて，面積が等しい三角形を，手際よく見つけることができる。
○平行線と面積の関係を用いて，面積が等しい三角形を見つけることができる。
	◎面積を変えずに図形の形を変える方法を十分に理解している。

○面積を変えずに図形の形を変える方法を理解している。


評価規準表　２年「６章  確率」　　◎十分満足と判断できる規準　　○おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	１　確率の意味
	１ 確率の意味
	■２枚の硬貨を投げたり，ペットボトルのふたを投げたりする実験などを通して，確率の意味を理解するとともに，その事象が起こる確率を考え，確率の必要性を理解することができる。
	◎確率に関心をもち，その必要性と意味を考えたり，実験等を通してある事象の起こりやすさを調べたりしようとしている。
○確率に関心をもち，実験等を通してある事象の起こりやすさを予想しようとしている。
	◎実験や調査結果をもとに，それらから不確定な事象の起こりやすさや確率の意味について考えることができる。
○実験や調査結果をもとに，不確定な事象の起こりやすさの傾向について考えることができる。
	◎実験や調査結果の考察がしやすいように，それらを工夫してわかりやすい図や表，グラフに表すことができる。
○実験や調査結果の考察がしやすいように，図や表，グラフに表すことができる。
	◎確率の必要性と意味について十分に理解している。
○確率の必要性と意味について理解している。

	２　確率の求め方
	１　確率の求め方
	■同様に確からしいことをもとにして，簡単な場合について確率を求めることができる。
	◎簡単な場合について，進んで起こりうる場合を順序よく整理し，その確率を求めようとしている｡
○簡単な場合について，起こりうる場合を順序よく整理し，その確率を求めようとしている｡
	◎考えた各事象が同様に確からしいことを確認し，実験をしなくても場合の数の割合として確率を求めることのよさを説明できる。
○同様に確からしいことがいえれば，実験をしなくても場合の数の割合として確率が求められることに気づくことができる。
	◎いろいろな事象について，樹形図や表などを用いて確率を求めることができる。
○簡単な事象について，樹形図や表などを用いて，確率を求めることができる。
	◎同様に確からしいことの意味，確率の求め方とその手順，確率の範囲について理解している。
○同様に確からしいことの意味，確率の求め方，確率の範囲について理解している。              


